
 

令和６年 12月 27日 

  

当院で発生した麻薬事故について 

 

【麻薬事故の概要】 

・対象薬剤；フェントステープ 0.5mg 

 

・発生日時；令和 6年 12月 18日 17時 00分 

 入院患者の肩甲骨内側下部に 1枚貼付 

 

・発覚日時；令和 6年 12月 19日 10時００分 

   貼替えのため確認すると、貼付したフェントステープ 0.5mg紛失を確認 

麻薬管理者に連絡し、廃棄物、着衣、寝具を探したが発見できず、所在不明と判断 

 

 

【原因及び対応】 

・当院で定めた麻薬施用の手順どおりに施用を行なっていれば防げた事象であると判断しました。 

 

・再度職員へ講習会等で麻薬施用の手順を周知し、麻薬施用の手順を徹底させることとします。 

 

・上記内容を、令和 6年 12月 19日のうちに熊本県有明保健所長に報告しました。 

 

 

発生した当該麻薬事故をうけ、熊本県有明保健所長の指導の下、適切な麻薬の施用を行なって参り

ます。この他、業務上の手順管理等の徹底を行い、質の高い医療を患者さんに提供できるよう努めて

参りますので、地域住民の皆さんをはじめ関係者の方々におかれましては、今後ともご指導賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

地方独立行政法人 くまもと県北病院 
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